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私
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
七
月
二
十
七
日
、
福

井
県
遠
敷
郡
瓜
生
村
関
に
生
れ
ま
し
た
。
家
族
は
両
親
の

元
に
、
兄
と
私
の
二
人
兄
弟
で
し
た
。
母
親
は
、
私
が
十

歳
の
時
に
病
の
床
に
着
き
、
若
く
し
て
逝
去
し
ま
し
た
。

現
代
医
学
な
ら
充
分
助
か
っ
た
こ
と
と
思
え
ば
残
念
で
し

た
。 先

祖
代
々
が
地
付
き
の
農
業
で
、
兄
は
後
継
者
と
し
て

両
親
と
営
農
に
励
み
、
一
応
中
流
家
庭
と
し
て
生
活
し
て

い
ま
し
た
。
私
は
義
務
教
育
終
了
後
高
等
科
に
二
年
通
学

し
、
卒
業
後
、
舞
鶴
海
軍
工
廠
へ
勤
務
し
ま
し
た
。
当
時
、

同
僚
や
先
輩
等
の
指
導
で
、
軍
隊
入
隊
時
に
絶
対
に
必
要

で
あ
る
か
ら
と
明
治
天
皇
の
教
え
で
あ
る｢

軍
人
に
給
わ

り
た
る
勅
諭｣

を
暗
記
・
奉
唱
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
後
の
軍

隊
入
隊
時
に
一
番
役
立
ち
ま
し
た
。 

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
五
月
、
徴
兵
検
査
の
通
知

を
受
け
て
同
年
齢
の
友
達
等
と
会
場
へ
行
き
ま
し
た
。
す

べ
て
の
検
査
終
了
後
、
徴
兵
執
行
官
・
陸
軍
軍
医
中
佐
が

一
段
と
大
き
な
声
で
「
甲
種
合
格
者
発
表
」
と
言
っ
て
氏

名
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
名
前
が
二
番
目
に
発
表

さ
れ
「
小
林
久
夫
・
甲
種
合
格
！
」
と
復
唱
し
て
鼻
高
々

で
し
た
。
村
役
場
の
兵
事
係
も
自
分
の
こ
と
の
ご
と
く
喜

び
、「
入
営
ま
で
は
絶
対
事
故
や
病
気
（
特
に
性
病
）
に
は

注
意
し
て
下
さ
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
と
く
に
陸
海
軍

病
院
で
は
第
一
は
戦
傷
者
、
第
二
は
身
体
内
科
病
、
第
三

は
性
病
で
、
万
一
性
病
に
罹
病
し
た
ら
、
こ
れ
以
上
の
不

忠
、
不
孝
者
だ
と
い
わ
れ
る
か
ら
最
も
注
意
せ
よ
と
言
わ

れ
ま
し
た
。 

昭
和
十
四
年
五
月
一
日
、
晴
れ
て
入
営
の
日
で
す
。
親

戚
、
知
人
、
友
人
、
郷
土
の
皆
々
様
、
特
に
婦
人
会
の
人

達
が
白
い
エ
プ
ロ
ン
に
「
国
防
婦
人
会
」
の
襷
掛
け
の
姿
、

小
学
校
児
童
の
打
ち
振
る
「
日
の
丸
」
の
旗
の
波
に
は
心

身
共
に
武
者
振
る
い
を
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
徹
底
し
た

軍
国
主
義
日
本
で
し
た
。
こ
の
年
の
十
月
十
二
日
に
大
政

翼
賛
会
が
発
会
式
を
挙
行
し
、
巷
で
は
「
八
紘
一
宇
」「
五

 

201 

族
協
和
」「
大
東
亜
共
栄
圏
建
設
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

満
ち
て
い
ま
し
た
。 

私
は
敦
賀
の
歩
兵
連
隊
へ
入
営
し
ま
し
た
。
第
一
期
の

検
閲
が
終
了
す
る
ま
で
の
軍
隊
訓
練
は
非
常
に
厳
し
く
、

一
に
要
領
、
二
に
要
領
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
初
年
兵
に
は
、

そ
の
要
領
が
分
か
ら
ず
、
た
だ
無
我
夢
中
と
我
武
者
ら
に

突
き
走
る
の
み
で
し
た
。
郷
土
の
先
人
の
遺
徳
・
偉
業
は

誇
り
で
あ
る
と
信
じ
、
ま
た
自
慢
で
き
た
こ
と
で
す
。
第

一
に
幕
末
の
安
政
の
大
獄
で
勤
皇
の
志
士
で
あ
っ
た
梅
田

雲
浜
の
活
躍
、
第
二
に
日
本
海
軍
潜
水
艇
遭
難
事
件
で
の

佐
久
間
艇
長
は
我
が
郷
土
出
身
者
で
す
。 

日
本
海
軍
の
前
途
の
た
め
に
酸
素
が
刻
々
と
欠
乏
し
、

兵
士
が
次
々
と
倒
れ
て
ゆ
く
惨
状
を
見
な
が
ら
、
意
識
の

薄
れ
る
中
で
潜
水
艦
の
遭
難
し
た
原
因
と
海
軍
軍
人
精
神

の
心
髄
を
伝
え
る
遺
書
を
残
し
た
偉
人
で
し
た
。 

ま
た
主
家
の
子
守
り
中
に
猛
犬
に
襲
わ
れ
、
自
分
は
犬

の
牙
に
噛
み
切
ら
れ
な
が
ら
も
幼
児
を
救
い
女
性
の
鑑
と

世
人
に
讃
え
ら
れ
た
「
瓜
生
い
わ
女
」
、
そ
う
し
た
人
達
が

我
が
故
郷
の
人
間
性
を
表
し
て
い
ま
す
。 

軍
隊
に
入
っ
て
第
一
期
の
検
閲
を
受
け
る
ま
で
の
約
三

カ
月
間
の
教
育
は
、
朝
も
昼
も
夜
も
怒
鳴
ら
れ
、
殴
ら
れ

通
し
で
し
た
。
一
番
苦
し
く
嫌
な
こ
と
は
、
対
向
ビ
ン
タ

で
、
同
年
兵
同
士
を
二
列
に
向
か
い
合
っ
て
起
立
さ
せ
、

交
互
に
頬
を
殴
る
の
で
す
。
手
加
減
し
て
殴
る
と
、
古
兵

が
「
力
不
足
、
一
生
懸
命
力
を
入
れ
て
敵
だ
と
思
っ
て
殴

れ
」
と
檄
を
飛
ば
し
、
時
に
は
「
こ
れ
が
手
本
だ
」
と
い

っ
て
眼
か
ら
火
花
が
飛
び
出
す
ほ
ど
殴
ら
れ
ま
し
た
。
自

分
達
も
戦
友
に
心
で
わ
び
な
が
ら
、
少
し
力
を
入
れ
て
交

互
に
殴
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
ウ
グ
イ
ス
の
谷
渡
り
で
「
ホ

ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
鳴
き
な
が
ら
寝
台
と
寝
台
の
間
を
登
り

降
り
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

各
班
に
は
銃
架
が
あ
り
、
並
ん
で
い
る
三
八
式
歩
兵
銃

の
間
か
ら
手
を
出
し
て
「
お
兄
さ
ん
、
寄
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
。
遊
ん
で
行
き
な
さ
い
」
と
い
う
「
お
い
ら
ん
道
中
」
。

机
を
二
列
に
並
べ
て
「
自
転
車
始
め
」
で
両
手
で
机
に
身

体
を
浮
か
し
、
両
足
で
ペ
ダ
ル
漕
ぎ
を
さ
せ
る
。
そ
し
て

「
上
官
だ
敬
礼
」
と
命
じ
、
足
を
床
に
着
け
て
不
動
の
姿

勢
を
取
り
敬
礼
す
る
と
「
自
転
車
を
な
ぜ
降
り
た
か
」
と
、
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理
不
尽
こ
の
上
な
し
の
無
茶
苦
茶
な
苛
め
を
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
す
べ
て
天
皇
陛
下
よ
り
の
御
下
賜
品
で
あ
る
、
手

袋
、
靴
下
に
至
る
ま
で
大
切
に
使
用
せ
よ
と
の
厳
し
い
教

育
で
し
た
。 

自
分
は
海
軍
工
廠
勤
務
時
に
、
軍
隊
を
満
期
除
隊
し
た

先
輩
が
い
て
「
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
一
月
四
日
に

明
治
天
皇
よ
り
下
賜
さ
れ
た
「
軍
人
に
賜
り
た
る
勅
諭
」

を
暗
記
し
て
お
く
よ
う
に
い
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
勅
諭
は
前
文
の
「
我
が
国
の
軍
隊
は
」
か
ら
は
じ

ま
り
千
四
十
五
文
字
あ
り
ま
す
。
続
い
て
五
ヶ
条
が
あ
り

ま
す
が
、｢

忠
節
の
項｣

が
二
百
六
十
四
文
字
、
「
礼
儀
の

項
」
が
三
百
十
二
文
字
、
「
武
勇
の
項
」
が
二
百
八
十
七
文

字
、
「
信
義
の
項
」
が
三
百
三
十
九
文
字
、｢

質
素
の
項｣

が
二
百
二
十
五
文
字
、
「
結
文
」
が
二
百
九
文
字
、
総
文
字

数
は
二
千
六
百
八
十
一
文
字
で
す
。
こ
の
条
々
を
丸
暗
記

し
ま
し
た
。 

ま
た
内
務
班
か
ら
一
歩
外
へ
出
る
時
は
、
必
ず
大
き
な

声
で｢

小
林
二
等
兵
！
厠
（
便
所
）
へ
行
っ
て
来
ま
す
！｣

と
叫
ぶ
。
帰
っ
て
来
た
時
も
「
同
じ
く
帰
っ
て
来
ま
し

た
！
」
と
叫
ぶ
の
で
す
。
す
べ
て
大
き
な
声
で
復
令
、
復

唱
す
る
こ
と
で
す
。 

夕
食
後
少
し
休
め
る
と
思
っ
た
ら
「
初
年
兵
！ 

営
庭

へ
集
合｣

で
教
育
係
が
号
令
調
整
だ
と
い
っ
て
、
力
い
っ
ぱ

い
の
大
き
な
声
で
「
俺
は
帝
国
陸
軍
軍
人
だ
！
」
と
喉
が

痛
く
な
る
く
ら
い
連
続
的
に
呼
ば
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
で

今
度
は
「
軍
歌
・
歩
兵
の
本
領
」
を
二
組
に
分
れ
て
輪
唱

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
万
朶
の
桜
か
襟
の
色
。
花
は
吉
野
に
嵐
吹
く
。 

大
和
男
子
と
生
れ
な
ば
。
散
兵
線
の
華
と
散
れ
」 

昭
和
十
五
年
の
軍
隊
の
内
部
改
革
ま
で
は
、
各
兵
科
は

襟
章
に
よ
っ
て
色
別
け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
歩
兵
（
赤
）
、

騎
兵
・
後
の
捜
更
隊
（
緑
）、
砲
兵
隊
（
黄
）、
工
兵
隊
（
桃

色
）、
輜
重
兵
隊
（
藍
色
）
そ
の
他
通
信
隊
・
衛
生
部
・
経

理
部
・
獣
医
部
・
航
空
兵
・
軍
楽
部
等
々
。
皆
色
別
け
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
各
隊
の
軍
歌
に
は
「
色
」

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
こ
の
色
別
は
な
く
な

り
ま
し
た
。 

各
兵
科
の
教
育
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
兵
科
ご
と
く
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の
「
操
典
」
が
あ
り
、
自
分
達
は
「
歩
兵
操
典
」
「
作
戦
要

務
令
」
及
び
衛
生
関
係
と
刑
法
懲
罰
令
等
を
勉
強
さ
せ
ら

れ
て
、
初
年
兵
は
ち
ょ
っ
と
の
休
息
時
間
も
な
し
で
し
た
。 

ま
た
各
勤
務
に
着
手
す
る
時
は
、
す
べ
て
「
守
則
」
が

あ
り
ま
し
た
。
一
番
最
初
の
特
別
勤
務
は
不
寝
番
で
し
た
。

夜
九
時
か
ら
朝
六
時
ま
で
二
人
一
組
で
前
夜
九
時
よ
り
十

二
時
、
中
夜
十
二
時
よ
り
三
時
ま
で
、
後
夜
三
時
よ
り
六

時
ま
で
の
三
交
代
制
で
す
。
初
年
兵
は
必
ず
中
夜
の
不
寝

番
で
し
た
。
昼
間
の
訓
練
で
最
高
に
疲
れ
て
熟
睡
中
を
起

さ
れ
て
、
三
時
間
の
勤
務
を
す
る
こ
と
は
苦
労
そ
の
も
の

で
し
た
。 

毎
日
の
三
度
の
食
事
も
「
飯
上
げ
」
と
い
っ
て
舎
内
週

番
上
等
兵
に
引
率
さ
れ
て
、
炊
事
場
へ
行
き
「
〇
中
隊
〇

班
、
飯
上
げ
に
来
ま
し
た
」
と
言
い
、
初
年
兵
五
、
六
人

で
受
領
し
て
班
に
帰
り
、
班
長
、
班
付
下
士
官
、
上
等
兵
、

古
兵
と
順
次
、
大
食
器
、
中
食
器
、
小
食
器
に
盛
り
付
け

を
行
い
ま
す
。 

班
長
と
班
付
の
食
事
は
下
士
官
室
へ
運
び
、
班
内
で
は

上
等
兵
や
古
兵
の
順
で
配
膳
し
、
自
分
達
初
年
兵
は
一
番

下
座
に
お
い
て
「
食
事
始
め
！
」
で
し
た
。
初
年
兵
の
必

須
要
領
は
「
早
め
し
、
早
糞
」
で
す
。
食
事
の
う
ま
い
も

ま
ず
い
も
な
く
、
た
だ
一
心
不
乱
に
口
に
入
れ
、
呑
み
込

む
こ
と
が
一
番
で
し
た
。 

私
も
「
米
寿
」
を
迎
え
た
今
日
、
昨
日
の
こ
と
は
忘
れ

て
も
、
大
昔
の
軍
隊
当
時
の
こ
と
は
充
分
思
い
出
せ
ま
す
。

「
気
を
付
け
！
」
の
号
令
で
は
、
不
動
の
姿
勢
を
取
れ
る

こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
「
内
に
軍
人
精
神
充
溢
し
、
外
厳

粛
端
正
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
い
ま
す
。 

ま
た
射
撃
の
要
諦
は｢

銃
を
傾
け
る
こ
と
な
く
照
門
上

辺
中
央
に
照
星
項
を
見
い
出
し
。
こ
れ
を
目
標
中
央
下
載

に
導
き
、
暗
夜
に
霜
の
降
る
ご
と
く
引
金
を
引
く｣

で
し
た
。

ま
た
対
敵
中
の
戦
場
に
例
え
ま
す
と
、
歩
兵
連
隊
の
将
兵

は
将
棋
の
駒
で
い
う
「
歩
」
で
、
即
ち
最
前
線
に
お
い
て

一
齣
、
一
齣
が
大
地
に
伏
し
て
敵
陣
に
肉
迫
し
、
最
後
は

肉
戦
突
撃
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
終
え
、
第
一
期
の
検
閲
も
、
そ
こ

そ
こ
に
済
ん
だ
こ
ろ
同
年
七
月
二
十
四
日
に
出
陣
と
な
り

ま
し
た
。
広
島
県
宇
品
で
古
い
御
用
船
に
乗
船
し
ま
し
た
。
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理
不
尽
こ
の
上
な
し
の
無
茶
苦
茶
な
苛
め
を
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
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天
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御
下
賜
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る
、
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袋
、
靴
下
に
至
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で
大
切
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よ
と
の
厳
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教

育
で
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。 

自
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工
廠
勤
務
時
に
、
軍
隊
を
満
期
除
隊
し
た

先
輩
が
い
て
「
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
一
月
四
日
に

明
治
天
皇
よ
り
下
賜
さ
れ
た
「
軍
人
に
賜
り
た
る
勅
諭
」

を
暗
記
し
て
お
く
よ
う
に
い
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
勅
諭
は
前
文
の
「
我
が
国
の
軍
隊
は
」
か
ら
は
じ

ま
り
千
四
十
五
文
字
あ
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ま
す
。
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て
五
ヶ
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、｢

忠
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の
項｣

が
二
百
六
十
四
文
字
、
「
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の

項
」
が
三
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十
二
文
字
、
「
武
勇
の
項
」
が
二
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八
十
七
文

字
、
「
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項
」
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三
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三
十
九
文
字
、｢

質
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の
項｣
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二
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二
十
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文
字
、
「
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」
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、
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文
字
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記
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は
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も
「
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帰
っ
て
来
ま
し
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！
」
と
叫
ぶ
の
で
す
。
す
べ
て
大
き
な
声
で
復
令
、
復

唱
す
る
こ
と
で
す
。 

夕
食
後
少
し
休
め
る
と
思
っ
た
ら
「
初
年
兵
！ 

営
庭

へ
集
合｣

で
教
育
係
が
号
令
調
整
だ
と
い
っ
て
、
力
い
っ
ぱ

い
の
大
き
な
声
で
「
俺
は
帝
国
陸
軍
軍
人
だ
！
」
と
喉
が

痛
く
な
る
く
ら
い
連
続
的
に
呼
ば
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
で

今
度
は
「
軍
歌
・
歩
兵
の
本
領
」
を
二
組
に
分
れ
て
輪
唱

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
万
朶
の
桜
か
襟
の
色
。
花
は
吉
野
に
嵐
吹
く
。 

大
和
男
子
と
生
れ
な
ば
。
散
兵
線
の
華
と
散
れ
」 

昭
和
十
五
年
の
軍
隊
の
内
部
改
革
ま
で
は
、
各
兵
科
は

襟
章
に
よ
っ
て
色
別
け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
歩
兵
（
赤
）
、

騎
兵
・
後
の
捜
更
隊
（
緑
）、
砲
兵
隊
（
黄
）、
工
兵
隊
（
桃

色
）、
輜
重
兵
隊
（
藍
色
）
そ
の
他
通
信
隊
・
衛
生
部
・
経

理
部
・
獣
医
部
・
航
空
兵
・
軍
楽
部
等
々
。
皆
色
別
け
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
各
隊
の
軍
歌
に
は
「
色
」

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
こ
の
色
別
は
な
く
な

り
ま
し
た
。 

各
兵
科
の
教
育
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
兵
科
ご
と
く
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時
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で
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夜
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時
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中
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時
よ
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ま
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、
後
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よ
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六
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の
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す
。
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兵
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の
不
寝
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で
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た
。
昼
間
の
訓
練
で
最
高
に
疲
れ
て
熟
睡
中
を
起

さ
れ
て
、
三
時
間
の
勤
務
を
す
る
こ
と
は
苦
労
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の
も
の

で
し
た
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毎
日
の
三
度
の
食
事
も
「
飯
上
げ
」
と
い
っ
て
舎
内
週

番
上
等
兵
に
引
率
さ
れ
て
、
炊
事
場
へ
行
き
「
〇
中
隊
〇

班
、
飯
上
げ
に
来
ま
し
た
」
と
言
い
、
初
年
兵
五
、
六
人

で
受
領
し
て
班
に
帰
り
、
班
長
、
班
付
下
士
官
、
上
等
兵
、

古
兵
と
順
次
、
大
食
器
、
中
食
器
、
小
食
器
に
盛
り
付
け

を
行
い
ま
す
。 

班
長
と
班
付
の
食
事
は
下
士
官
室
へ
運
び
、
班
内
で
は

上
等
兵
や
古
兵
の
順
で
配
膳
し
、
自
分
達
初
年
兵
は
一
番

下
座
に
お
い
て
「
食
事
始
め
！
」
で
し
た
。
初
年
兵
の
必

須
要
領
は
「
早
め
し
、
早
糞
」
で
す
。
食
事
の
う
ま
い
も

ま
ず
い
も
な
く
、
た
だ
一
心
不
乱
に
口
に
入
れ
、
呑
み
込

む
こ
と
が
一
番
で
し
た
。 

私
も
「
米
寿
」
を
迎
え
た
今
日
、
昨
日
の
こ
と
は
忘
れ

て
も
、
大
昔
の
軍
隊
当
時
の
こ
と
は
充
分
思
い
出
せ
ま
す
。

「
気
を
付
け
！
」
の
号
令
で
は
、
不
動
の
姿
勢
を
取
れ
る

こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
「
内
に
軍
人
精
神
充
溢
し
、
外
厳

粛
端
正
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
い
ま
す
。 

ま
た
射
撃
の
要
諦
は｢

銃
を
傾
け
る
こ
と
な
く
照
門
上

辺
中
央
に
照
星
項
を
見
い
出
し
。
こ
れ
を
目
標
中
央
下
載

に
導
き
、
暗
夜
に
霜
の
降
る
ご
と
く
引
金
を
引
く｣

で
し
た
。

ま
た
対
敵
中
の
戦
場
に
例
え
ま
す
と
、
歩
兵
連
隊
の
将
兵

は
将
棋
の
駒
で
い
う
「
歩
」
で
、
即
ち
最
前
線
に
お
い
て

一
齣
、
一
齣
が
大
地
に
伏
し
て
敵
陣
に
肉
迫
し
、
最
後
は

肉
戦
突
撃
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
終
え
、
第
一
期
の
検
閲
も
、
そ
こ

そ
こ
に
済
ん
だ
こ
ろ
同
年
七
月
二
十
四
日
に
出
陣
と
な
り

ま
し
た
。
広
島
県
宇
品
で
古
い
御
用
船
に
乗
船
し
ま
し
た
。
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玄
界
灘
の
荒
波
を
蹴
っ
て
、
船
酔
い
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、

中
国
大
陸
の
塘
沽
の
港
へ
上
陸
し
ま
し
た
。
船
内
で
は
ご

ざ
の
床
で
の
雑
魚
寝
で
、
大
波
で
転
げ
回
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
船
旅
は
二
日
ほ
ど
で
し
た
。
引
率
は
将
校

一
人
と
下
士
官(
軍
曹)

で
、
私
は
第
三
中
隊
で
し
た
。 

列
車
に
乗
っ
て
北
京
経
由
で
北
支
の
河
南
省
か
ら
石
家

荘
を
経
て
承
徳
に
到
着
し
ま
し
た
。
貨
物
列
車
で
四
日
か

五
日
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
番
不
自
由
を
感
じ
た
こ

と
は
乗
車
中
の
用
便
で
し
た
。
当
時
一
個
中
隊
は
三
個
小

隊
、
十
二
分
隊
で
し
た
。
そ
し
て
中
隊
長
一
人
、
付
属
将

校
一
人
、
そ
れ
に
人
事
、
兵
器
、
被
服
等
が
中
隊
指
揮
班

と
し
て
約
十
人
お
り
ま
す
。
ま
た
小
隊
は
小
隊
長
一
人
と

当
番
兵
が
お
り
、
各
分
隊
長
は
軍
曹
か
伍
長
で
し
た
。
分

隊
員
は
十
二
人
な
い
し
十
四
人
ぐ
ら
い
で
、
中
隊
総
員
は

中
隊
長
以
下
百
五
十
余
人
で
し
た
。
か
く
し
て
自
分
達
は

古
年
次
部
隊
の
交
代
要
員
で
、
大
陸
焼
け
し
た
荒
れ
く
れ

古
兵
士
た
ち
は
大
変
喜
び
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
何
も
知
ら
ぬ
自

分
達
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

一
両
日
で
引
き
継
ぎ
を
完
了
し
、
先
輩
達
を
見
送
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
自
分
達
は
何
を
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
五
里
霧
中
で
し
た
。
中
国
、
国
民
政
府
（
蔣
介
石
）
正

規
軍
は
大
丈
夫
で
あ
る
が
毛
沢
東
の
中
国
共
産
党
の
八
路

軍
が
始
末
に
負
え
ぬ
敵
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
八
路
軍

は
便
衣
隊
を
組
織
し
、
一
般
民
衆
の
人
間
の
ご
と
く
振
る

舞
い
な
が
ら
、
に
わ
か
に
襲
撃
し
て
来
る
の
で
す
。
敵
は

地
の
理
を
知
り
つ
く
し
て
お
り
、
神
出
鬼
没
の
有
様
で
し

た
。 一

番
苦
労
し
た
こ
と
は
黄
河
流
域
の
北
支
地
区
で
し
た
。

西
風
の
強
い
時
は
独
特
の
黄
砂
現
象
に
見
舞
わ
れ
、
米
か

麦
の
粉
末
の
よ
う
な
砂
塵
で
目
も
口
も
開
く
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
僅
か
数
分
で
体
の
頭
上
か
ら
足
元
ま
で
、
き
な

こ
餅
の
ご
と
く
な
り
ま
す
。
黄
河
と
言
わ
れ
る
理
由
も
こ

こ
に
あ
る
訳
で
す
。 

現
地
訓
練
と
称
し
て
討
伐
な
ど
か
ら
帰
隊
し
ま
す
と
、

や
れ
や
れ
と
「
ほ
っ
と
」
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
気
分

だ
け
で
、
自
分
達
初
年
兵
は
、
我
れ
先
に
と
競
っ
て
上
官
、

班
長
、
助
教
、
先
輩
達
の
武
器
を
受
け
取
り
、
そ
し
て
帯

革
か
ら
巻
脚
絆
ま
で
の
軍
装
を
解
き
軍
服
の
上
衣
、
下
袴
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等
の
土
埃
を
払
い
、｢

ご
苦
労
様
で
し
た
、
お
疲
れ
で
し
ょ

う｣

と
丁
寧
に
申
し
上
げ
て
班
内
に
入
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

よ
そ
か
ら
見
れ
ば
麗
し
い
光
景
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

下
級
初
年
兵
に
は
大
変
な
苦
労
で
し
た
。
自
分
の
こ
と
は

す
べ
て
後
回
し
で
す
。 

上
級
者
の
兵
器
及
び
被
服
の
手
入
れ
、
洗
濯
な
ど
が
全

部
完
了
し
た
後
で
、
自
分
の
武
具
や
被
服
の
手
入
れ
で
す
。

煙
草
を
一
服
す
る
僅
か
な
余
裕
も
全
く
な
し
で
し
た
。
同

年
兵
が
便
所
（
大
）
使
用
中
に
、
一
口
煙
草
を
吸
っ
て
い

る
の
が
発
見
さ
れ
て
大
変
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分

も
上
官
や
古
兵
の
銃
器
を
手
入
れ
し
た
後
に
自
分
の
三
八

式
歩
兵
銃
の
手
入
れ
を
し
て
銃
架
に
掛
け
て
お
き
ま
し
た
。

突
然
班
長
が
「
た
だ
い
ま
か
ら
兵
器
検
査
を
行
う
」
と
抜

き
打
ち
検
査
で
す
。 

そ
の
時
に
自
分
の
銃
の
床
尾
板
の
ね
じ
の
溝
に
黄
色
い

泥
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
班
長
は
烈
火
の
ご
と
く
怒
り
「
こ

の
銃
は
誰
の
か
」
で
し
た
。
自
分
が
名
乗
り
出
る
と
「
馬

鹿
者
」
一
言
い
っ
て
銃
を
持
っ
て
下
士
官
室
へ
引
き
返
し

ま
し
た
。
数
日
前
か
ら
班
長
は
自
分
を
「
い
じ
め
」
て
い

ま
し
た
。
西
垣
少
尉
（
小
隊
長
）
は
陸
軍
士
官
学
校
出
身

で
、
実
に
立
派
な
陸
軍
将
校
で
す
。
そ
の
彼
に
私
は
実
に

良
く
可
愛
が
ら
れ
「
オ
イ
小
林
ち
ょ
っ
と
来
て
く
れ
」
と

何
か
に
つ
い
て
指
名
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
憎
ん

で
の
小
銃
引
き
上
げ
事
件
に
な
っ
た
の
で
す
。 

班
長
室
へ
行
っ
て
土
下
座
し
て
「
天
皇
陛
下
よ
り
賜
り

し
大
切
な
三
八
式
歩
兵
銃
の
手
入
れ
が
悪
く
、
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
い
っ
た
の
で
す
が
、
班
長
は
知

ら
ぬ
顔
で
他
方
を
眺
め
な
が
ら
煙
草
を
吹
か
し
て
い
ま
し

た
。
私
は
涙
を
流
し
な
が
ら
一
心
不
乱
に
、
床
に
頭
を
つ

け
て
「
お
許
し
下
さ
い
」
と
一
生
懸
命
に
懇
願
し
ま
し
た
。 

最
後
に
は
、
ど
う
し
て
よ
い
か
判
断
を
失
い
、
刑
法
懲

罰
で
も
、
営
倉
（
ブ
タ
箱
）
で
も
軍
法
会
議
で
も
よ
い
。

こ
の
憎
い
班
長
を
殺
し
て
自
分
も
自
決
し
て
や
ろ
う
か
、

と
物
騒
な
こ
と
を
、
瞬
間
頭
に
思
い
描
き
ま
し
た
。
隣
の

班
長
の
計
ら
い
で
「
今
回
の
不
始
末
は
許
す
が
、
以
後
絶

対
、
兵
器
・
武
具
を
大
切
に
せ
よ
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
中
隊
全
員
に
知
れ
わ
た
り
、
以
後
、
小
銃
事
件

と
し
て
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
は
こ
の
苦
い
体
験
で
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玄
界
灘
の
荒
波
を
蹴
っ
て
、
船
酔
い
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、

中
国
大
陸
の
塘
沽
の
港
へ
上
陸
し
ま
し
た
。
船
内
で
は
ご

ざ
の
床
で
の
雑
魚
寝
で
、
大
波
で
転
げ
回
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
船
旅
は
二
日
ほ
ど
で
し
た
。
引
率
は
将
校

一
人
と
下
士
官(

軍
曹)

で
、
私
は
第
三
中
隊
で
し
た
。 

列
車
に
乗
っ
て
北
京
経
由
で
北
支
の
河
南
省
か
ら
石
家

荘
を
経
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承
徳
に
到
着
し
ま
し
た
。
貨
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四
日
か

五
日
か
か
っ
た
と
思
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ま
す
。
一
番
不
自
由
を
感
じ
た
こ

と
は
乗
車
中
の
用
便
で
し
た
。
当
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三
個
小

隊
、
十
二
分
隊
で
し
た
。
そ
し
て
中
隊
長
一
人
、
付
属
将

校
一
人
、
そ
れ
に
人
事
、
兵
器
、
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服
等
が
中
隊
指
揮
班

と
し
て
約
十
人
お
り
ま
す
。
ま
た
小
隊
は
小
隊
長
一
人
と

当
番
兵
が
お
り
、
各
分
隊
長
は
軍
曹
か
伍
長
で
し
た
。
分

隊
員
は
十
二
人
な
い
し
十
四
人
ぐ
ら
い
で
、
中
隊
総
員
は

中
隊
長
以
下
百
五
十
余
人
で
し
た
。
か
く
し
て
自
分
達
は

古
年
次
部
隊
の
交
代
要
員
で
、
大
陸
焼
け
し
た
荒
れ
く
れ

古
兵
士
た
ち
は
大
変
喜
び
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
何
も
知
ら
ぬ
自

分
達
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

一
両
日
で
引
き
継
ぎ
を
完
了
し
、
先
輩
達
を
見
送
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
自
分
達
は
何
を
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
五
里
霧
中
で
し
た
。
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蔣
介
石
）
正
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軍
は
大
丈
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で
あ
る
が
毛
沢
東
の
中
国
共
産
党
の
八
路

軍
が
始
末
に
負
え
ぬ
敵
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
八
路
軍

は
便
衣
隊
を
組
織
し
、
一
般
民
衆
の
人
間
の
ご
と
く
振
る

舞
い
な
が
ら
、
に
わ
か
に
襲
撃
し
て
来
る
の
で
す
。
敵
は

地
の
理
を
知
り
つ
く
し
て
お
り
、
神
出
鬼
没
の
有
様
で
し

た
。 一

番
苦
労
し
た
こ
と
は
黄
河
流
域
の
北
支
地
区
で
し
た
。

西
風
の
強
い
時
は
独
特
の
黄
砂
現
象
に
見
舞
わ
れ
、
米
か

麦
の
粉
末
の
よ
う
な
砂
塵
で
目
も
口
も
開
く
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
僅
か
数
分
で
体
の
頭
上
か
ら
足
元
ま
で
、
き
な

こ
餅
の
ご
と
く
な
り
ま
す
。
黄
河
と
言
わ
れ
る
理
由
も
こ

こ
に
あ
る
訳
で
す
。 
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訓
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称
し
て
討
伐
な
ど
か
ら
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ま
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と
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や
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と
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ほ
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と
」
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
気
分

だ
け
で
、
自
分
達
初
年
兵
は
、
我
れ
先
に
と
競
っ
て
上
官
、

班
長
、
助
教
、
先
輩
達
の
武
器
を
受
け
取
り
、
そ
し
て
帯

革
か
ら
巻
脚
絆
ま
で
の
軍
装
を
解
き
軍
服
の
上
衣
、
下
袴
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で
す
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に
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分
の
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の
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の
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に
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い
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が
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ま
し
た
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の
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と
く
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「
こ

の
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の
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で
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分
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と
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者
」
一
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引
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し
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た
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数
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ら
班
長
は
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を
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じ
め
」
て
い
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た
。
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垣
少
尉
（
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隊
長
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は
陸
軍
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官
学
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出
身

で
、
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に
立
派
な
陸
軍
将
校
で
す
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そ
の
彼
に
私
は
実
に

良
く
可
愛
が
ら
れ
「
オ
イ
小
林
ち
ょ
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と
来
て
く
れ
」
と

何
か
に
つ
い
て
指
名
さ
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て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
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で
の
小
銃
引
き
上
げ
事
件
に
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っ
た
の
で
す
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班
長
室
へ
行
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下
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し
て
「
天
皇
陛
下
よ
り
賜
り

し
大
切
な
三
八
式
歩
兵
銃
の
手
入
れ
が
悪
く
、
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
い
っ
た
の
で
す
が
、
班
長
は
知

ら
ぬ
顔
で
他
方
を
眺
め
な
が
ら
煙
草
を
吹
か
し
て
い
ま
し

た
。
私
は
涙
を
流
し
な
が
ら
一
心
不
乱
に
、
床
に
頭
を
つ

け
て
「
お
許
し
下
さ
い
」
と
一
生
懸
命
に
懇
願
し
ま
し
た
。 

最
後
に
は
、
ど
う
し
て
よ
い
か
判
断
を
失
い
、
刑
法
懲

罰
で
も
、
営
倉
（
ブ
タ
箱
）
で
も
軍
法
会
議
で
も
よ
い
。

こ
の
憎
い
班
長
を
殺
し
て
自
分
も
自
決
し
て
や
ろ
う
か
、

と
物
騒
な
こ
と
を
、
瞬
間
頭
に
思
い
描
き
ま
し
た
。
隣
の

班
長
の
計
ら
い
で
「
今
回
の
不
始
末
は
許
す
が
、
以
後
絶

対
、
兵
器
・
武
具
を
大
切
に
せ
よ
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
中
隊
全
員
に
知
れ
わ
た
り
、
以
後
、
小
銃
事
件

と
し
て
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
は
こ
の
苦
い
体
験
で
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｢

軍
隊
は
運
隊
だ｣

と
い
う
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
六
年
一
月
八
日
、
陸
軍
大
臣
・
東
條
英
機
の
出

さ
れ
た
「
戦
陣
訓
」
は
戦
線
へ
出
陣
す
る
皇
軍
将
兵
の
心

得
で
あ
り
ま
す
。
戦
陣
は
「
大
命
」
に
基
づ
き
、
皇
軍
の

心
髄
を
発
揮
し
、
攻
め
れ
ば
必
ず
取
り
、
戦
え
ば
必
ず
勝

ち
、
あ
ま
ね
く
皇
道
を
宣
布
し
て｢

御
稜
威
の
尊
厳｣

を
発

揮
せ
よ
、
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
皇
国
の
使
命
を
体
し
、

皇
軍
の
道
義
を
持
し
、
皇
国
の
威
徳
を
四
海
に
宣
揚
し
ま

す
。
ま
た
皇
軍
、
軍
紀
、
団
結
、
協
同
、
攻
撃
精
神
、
必

勝
の
信
念
を
挙
げ
、
敬
神
、
孝
道
、
礼
節
の
戦
友
道
を
示

し
、
率
先

そ
っ
せ
ん

躬

行

き
ゅ
う
こ
う

、
責
務
貫
徹
、
死
生
観
、
名
を
惜
し
む
、

質
実
剛
健
、
清
廉
潔
白
な
ど
を
書
い
て
お
り
ま
す
。 

次
に
名
を
惜
し
む
の
項
の
中
に
、
恥
を
知
る
者
は
強
し
、

常
に
郷
党
家
門
の
面
目
を
思
い
、
い
よ
い
よ
奮
励
し
て
そ

の
期
待
に
答
う
べ
し
と
。
『
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け

ず
、
死
し
て
罪
禍
の
汚
名
を
残
す
勿
れ
』
と
あ
り
ま
す
。

以
下
略
。 

こ
の
最
後
の
虜
囚
の
辱
め
で
は
、
一
番
俘
虜
と
な
る
こ

と
を
恥
じ
た
た
め
に
、
多
く
の
軍
人
軍
属
、
在
外
邦
人
が

自
決
し
た
の
で
す
。
非
戦
闘
員
ま
で
も
死
に
至
ら
し
め
た

の
で
す
。
樺
太
で
は
電
話
交
換
手
が
痛
ま
し
い
最
後
を
遂

げ
、
サ
イ
パ
ン
島
の
万
歳
岬
な
ど
が
そ
れ
で
す
。 

初
年
兵
は
第
一
期
の
検
閲
終
了
後
に
、
特
業
と
い
っ
て
、

本
来
の
歩
兵
任
務
の
ほ
か
に
特
別
業
務
に
付
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
瓦
斯
兵
、
衛
生
兵
、
喇
叭
手
、
指

揮
班
書
記
等
々
で
、
ま
た
重
機
関
銃
及
び
軽
機
関
銃
手
も

こ
の
特
別
訓
練
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
自
動
車
の
操

縦
手
を
希
望
し
ま
し
た
。
西
垣
小
隊
長
の
口
添
え
が
あ
り
、

人
事
係
よ
り
「
自
動
車
操
縦
教
範
」
を
頂
戴
し
て
、
自
動

車
隊
へ
三
カ
月
教
習
を
受
け
に
行
き
ま
し
た
。
我
が
中
隊

に
は
中
隊
本
部
一
両
、
各
小
隊
に
一
両
の
計
四
両
の
自
動

車
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
陰
に
て
私
は
本
部
車
両
運
転
手

と
し
て
、
本
部
車
両
を
操
縦
し
、
命
令
受
領
や
郵
便
物
の

搬
送
に
服
務
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
七
年
六
月
二
十
五
日
、
国
民
政
府
の
正
規
軍
と

の
交
戦
に
参
戦
し
ま
し
た
。
敵
の
攻
撃
は
激
し
く
、
彼
我

の
銃
声
は
鳴
り
止
ま
ず
、
「
中
隊
長
敵
弾
に
倒
れ
る
」
「
西

垣
少
尉
指
揮
を
取
れ
」
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
す
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な
わ
ち
西
垣
中
隊
長
か
ら
「
小
林
一
等
兵
は
中
隊
長
に
従

身
せ
よ
」
と
命
ぜ
ら
れ
、
以
後
作
戦
中
は
「
中
隊
長
に
従

身
し
て
命
令
な
く
し
て
離
れ
る
な
し
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
し
て
中
隊
長
以
下
各
分
隊
は
悪
戦
を
善
戦
に
と
、

必
死
の
攻
防
戦
で
し
た
。
一
段
落
し
た
時
に
、
頭
上
に
お

月
様
が
出
て
い
ま
し
た
。
要
す
る
に
日
没
も
分
か
ら
な
か

っ
た
ぐ
ら
い
の
激
し
い
戦
闘
で
し
た
。 

ま
た
あ
る
戦
闘
中
に
、
部
落
の
中
で
敵
と
遭
遇
し
、
分

隊
長
以
下
全
員
が
土
塁
の
陰
に
身
体
を
遮
蔽
し
て
、
じ
わ

じ
わ
と
敵
陣
へ
向
っ
て
前
進
中
、
戦
友
と
自
分
は
不
覚
に

も
水
の
枯
れ
た
古
井
戸
に
落
ち
ま
し
た
。
敵
の
退
散
後
に

他
に
戦
友
に
発
見
さ
れ
救
助
さ
れ
、
一
命
を
助
け
ら
れ
た

の
で
す
が
笑
い
話
の
よ
う
な
、
事
故
で
し
た
。 

毛
沢
東
の
八
路
軍
は
、
日
本
軍
と
蔣
介
石
軍
と
が
交
戦

し
て
共
に
弱
る
の
を
物
陰
よ
り
眺
め
て
い
て
、
少
し
で
も

弱
っ
た
方
に
攻
撃
を
敢
行
し
て
き
ま
し
た
。
優
勢
と
見
れ

ば
山
中
に
逃
げ
込
み
、
劣
勢
と
見
れ
ば
襲
撃
し
て
来
る
。

ほ
と
ほ
と
厄
介
な
集
団
で
し
た
。
日
本
軍
以
上
に
蒋
介
石

政
府
の
正
規
軍
は
難
渋
し
た
と
思
い
ま
す
。 

先
の
戦
闘
で
も
、
我
が
中
隊
で
は
戦
死
十
人
で
野
戦
病

院
に
収
容
さ
れ
た
戦
友
は
二
十
人
で
し
た
。
敵
弾
に
倒
れ

な
が
ら
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
と
唱
え
て
息
絶
え
た
英
霊
、

護
国
の
鬼
と
化
さ
れ
た
戦
友
を
見
て
、
明
日
は
我
が
身
だ

と
涙
に
む
せ
ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。
我
が
中
隊
に

水
屋
鎮
に
分
遣
命
令
が
出
ま
し
た
。
中
隊
も
当
初
の
人
員

か
ら
戦
死
傷
者
五
十
余
人
が
出
ま
し
た
が
、
補
充
要
員
が

来
て
中
隊
の
陣
容
も
建
て
直
り
、
任
地
に
赴
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
以
来
幾
度
と
な
く
討
伐
、
鎮
撫
な
ど
に
出
動

し
ま
し
た
が
か
す
り
傷
一
つ
負
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
前
述
の
黄
砂
と
雨
天
の
悪
路
、
泥
濘
に
は
泣
か
さ
れ

ま
し
た
。 

暗
夜
、
秋
雨
で
泥
濘
の
路
上
で
進
退
極
ま
り
「
現
在
地

に
て
大
休
止
」
の
号
令
に
、
一
辺
百
五
十
セ
ン
チ
四
角
の

携
帯
天
幕
を
四
人
一
組
で
組
み
合
わ
せ
、
中
心
に
主
柱
を

四
本
立
て
ま
す
が
天
か
ら
の
雨
は
遮
断
出
来
て
も
足
元
は

泥
濘
で
す
。
肩
を
組
み
合
い
起
立
し
た
ま
ま
眠
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
七
年
十
月
、
任
務
解
除
で
日
本
へ
帰
っ
て
来
ま
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｢

軍
隊
は
運
隊
だ｣

と
い
う
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
六
年
一
月
八
日
、
陸
軍
大
臣
・
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條
英
機
の
出

さ
れ
た
「
戦
陣
訓
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兵
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得
で
あ
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。
戦
陣
は
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大
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」
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づ
き
、
皇
軍
の

心
髄
を
発
揮
し
、
攻
め
れ
ば
必
ず
取
り
、
戦
え
ば
必
ず
勝

ち
、
あ
ま
ね
く
皇
道
を
宣
布
し
て｢

御
稜
威
の
尊
厳｣

を
発

揮
せ
よ
、
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
皇
国
の
使
命
を
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し
、

皇
軍
の
道
義
を
持
し
、
皇
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四
海
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ま
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、
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、
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勝
の
信
念
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げ
、
敬
神
、
孝
道
、
礼
節
の
戦
友
道
を
示

し
、
率
先

そ
っ
せ
ん

躬

行

き
ゅ
う
こ
う

、
責
務
貫
徹
、
死
生
観
、
名
を
惜
し
む
、

質
実
剛
健
、
清
廉
潔
白
な
ど
を
書
い
て
お
り
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。 
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、
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、
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、
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よ
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と
。
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囚
の
辱
め
を
受
け

ず
、
死
し
て
罪
禍
の
汚
名
を
残
す
勿
れ
』
と
あ
り
ま
す
。

以
下
略
。 

こ
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囚
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辱
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で
は
、
一
番
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こ

と
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恥
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、
多
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の
軍
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、
在
外
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自
決
し
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の
で
す
。
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で
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た
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遂
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サ
イ
パ
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ど
が
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す
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一
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検
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に
、
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と
い
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て
、
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兵
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の
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に
特
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付
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
例
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ば
瓦
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兵
、
衛
生
兵
、
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叭
手
、
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揮
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等
々
で
、
ま
た
重
機
関
銃
及
び
軽
機
関
銃
手
も

こ
の
特
別
訓
練
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
自
動
車
の
操

縦
手
を
希
望
し
ま
し
た
。
西
垣
小
隊
長
の
口
添
え
が
あ
り
、

人
事
係
よ
り
「
自
動
車
操
縦
教
範
」
を
頂
戴
し
て
、
自
動

車
隊
へ
三
カ
月
教
習
を
受
け
に
行
き
ま
し
た
。
我
が
中
隊

に
は
中
隊
本
部
一
両
、
各
小
隊
に
一
両
の
計
四
両
の
自
動

車
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
陰
に
て
私
は
本
部
車
両
運
転
手

と
し
て
、
本
部
車
両
を
操
縦
し
、
命
令
受
領
や
郵
便
物
の

搬
送
に
服
務
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
七
年
六
月
二
十
五
日
、
国
民
政
府
の
正
規
軍
と

の
交
戦
に
参
戦
し
ま
し
た
。
敵
の
攻
撃
は
激
し
く
、
彼
我

の
銃
声
は
鳴
り
止
ま
ず
、
「
中
隊
長
敵
弾
に
倒
れ
る
」
「
西

垣
少
尉
指
揮
を
取
れ
」
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
す
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者
五
十
余
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が
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た
が
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充
要
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が
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て
中
隊
の
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容
も
建
て
直
り
、
任
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に
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に
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し
た
。
以
来
幾
度
と
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討
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撫
な
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に
出
動
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し
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が
か
す
り
傷
一
つ
負
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
前
述
の
黄
砂
と
雨
天
の
悪
路
、
泥
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に
は
泣
か
さ
れ

ま
し
た
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暗
夜
、
秋
雨
で
泥
濘
の
路
上
で
進
退
極
ま
り
「
現
在
地

に
て
大
休
止
」
の
号
令
に
、
一
辺
百
五
十
セ
ン
チ
四
角
の

携
帯
天
幕
を
四
人
一
組
で
組
み
合
わ
せ
、
中
心
に
主
柱
を

四
本
立
て
ま
す
が
天
か
ら
の
雨
は
遮
断
出
来
て
も
足
元
は

泥
濘
で
す
。
肩
を
組
み
合
い
起
立
し
た
ま
ま
眠
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
七
年
十
月
、
任
務
解
除
で
日
本
へ
帰
っ
て
来
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し
た
。
一
応
現
役
満
期
で
故
郷
へ
帰
り
ま
し
た
。 

大
東
亜
戦
争
は
だ
ん
だ
ん
激
戦
と
な
り
、
私
は
以
前
勤

務
し
て
い
た
舞
鶴
海
軍
工
廠
造
材
部
組
立
工
場
に
職
員
と

し
て
復
職
し
、
技
術
報
国
に
励
み
ま
し
た
。
再
度
の
召
集

で
戦
線
へ
出
動
し
た
多
く
の
戦
友
が
い
ま
し
た
が
、
私
の

職
務
は
最
前
線
と
同
様
に
国
に
と
っ
て
は
重
要
な
作
業
で

あ
る
と
上
司
か
ら
励
ま
さ
れ
て
日
夜
勤
務
に
精
励
し
ま
し

た
。 間

も
な
く
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
天
皇
陛
下
よ
り

下
さ
れ
ま
し
た
終
戦
の
詔
勅
に
は
言
葉
も
な
く
、
一
種
異

様
な
「
寂
し
い
心
」
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
正
に
五
体
の

中
に
風
洞
が
出
来
た
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
こ
の
時
の
心

は
筆
舌
に
て
は
表
現
は
出
来
ま
せ
ん
。
実
際
の
体
験
者
の

み
し
か
分
か
ら
な
い
心
境
で
し
た
。
ま
た
畏
れ
お
お
く
も

天
皇
陛
下
が｢

人
間
宣
言｣

を
な
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
戦
闘

地
域
に
残
留
し
た
軍
人
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
勅
語
を
賜

っ
た
の
で
す
。 

本
二
十
五
日
陸
海
軍
大
臣
を
召
サ
セ
ラ
レ
、
左
ノ
勅
語

ヲ
賜
リ
タ
リ
。
謹
ミ
伝
達
ス
。 

『
朕
、
陸
海
軍
ヲ
復
員
ス
ル
ニ
当
リ
、
朕
カ
股
肱
タ
ル

陸
海
軍
人
ニ
告
ク
。
朕
深
ク
時
運
ニ
応
工
、
干
戈
ヲ
収
メ

兵
備
ヲ
徹
セ
ン
ト
ス
。
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
ヲ
思
ニ
汝
等
軍

人
多
年
ノ
忠
誠
ヲ
省
ミ
レ
バ
切
々
ト
シ
テ
胸
耳
ヲ
刺
ス
。

特
ニ
戦
ニ
斃
レ
病
ニ
死
シ
タ
ル
幾
多
ノ
将
兵
ニ
対
シ
テ
ハ

痛
切
ニ
堪
ズ
。
茲
ニ
兵
ヲ
解
ク
ニ
当
リ
一
糸
乱
レ
サ
ル
統

率
ノ
下
ニ
正
々
迅
速
ナ
ル
復
員
ヲ
実
施
シ
、
以
テ
皇
軍
有

終
ノ
美
ヲ
成
ス
ハ
。
朕
深
ク
賞
喜
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。 

汝
等
軍
人
夫
レ
克
ク
朕
ヲ
体
シ
忠
良
ナ
ル
臣
民
ト
シ
テ

各
民
業
ニ
就
キ
難
苦
ニ
堪
ヘ
難
局
ヲ
開
キ
以
テ
戦
後
復
興

ニ
力
ヲ
致
サ
ム
コ
ト
ヲ
期
セ
ヨ
。』 

こ
れ
は
九
月
三
日
付
で
最
前
線
、
諸
地
域
に
も
軍
団
命

令
に
て
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
こ
の
勅
語
は
、
地
域

や
部
隊
に
お
い
て
は
、
終
戦
は
敵
の
謀
略
だ
と
い
っ
て
、

あ
く
ま
で
も
抗
戦
だ
と
い
う
戦
闘
地
域
に
対
し
て
、
天
皇

陛
下
よ
り
下
さ
れ
た
「
詔
勅
」
で
し
た
。 

私
も
現
在
米
寿
を
過
ぎ
ま
し
た
。
今
日
の
日
ま
で
長
く

生
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ
の
戦
場
に
血
肉
を
流
し
生
命

を
散
ら
せ
し
戦
友
の
御
加
護
か
な
と
思
い
ま
す
。
今
日
の

 

209 

平
和
の
陰
に
あ
る
多
く
の
同
胞
の
死
が
無
駄
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
心
か
ら
祈
り
、
永
遠
に
未
来
永
劫
戦
争
の
無
き
を
念

じ
て
い
ま
す
。 
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し
た
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現
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満
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で
故
郷
へ
帰
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し
た
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東
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争
は
だ
ん
だ
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戦
と
な
り
、
私
は
以
前
勤

務
し
て
い
た
舞
鶴
海
軍
工
廠
造
材
部
組
立
工
場
に
職
員
と

し
て
復
職
し
、
技
術
報
国
に
励
み
ま
し
た
。
再
度
の
召
集

で
戦
線
へ
出
動
し
た
多
く
の
戦
友
が
い
ま
し
た
が
、
私
の

職
務
は
最
前
線
と
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に
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に
と
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て
は
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な
作
業
で

あ
る
と
上
司
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ら
励
ま
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て
日
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に
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ま
し
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も
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和
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十
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十
五
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、
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皇
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下
よ
り

下
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れ
ま
し
た
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の
詔
勅
に
は
言
葉
も
な
く
、
一
種
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な
「
寂
し
い
心
」
で
い
っ
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い
で
し
た
。
正
に
五
体
の

中
に
風
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が
出
来
た
よ
う
な
状
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で
し
た
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こ
の
時
の
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は
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舌
に
て
は
表
現
は
出
来
ま
せ
ん
。
実
際
の
体
験
者
の

み
し
か
分
か
ら
な
い
心
境
で
し
た
。
ま
た
畏
れ
お
お
く
も

天
皇
陛
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人
間
宣
言｣

を
な
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れ
ま
し
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。
な
お
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に
残
留
し
た
軍
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に
対
し
て
次
の
よ
う
な
勅
語
を
賜

っ
た
の
で
す
。 

本
二
十
五
日
陸
海
軍
大
臣
を
召
サ
セ
ラ
レ
、
左
ノ
勅
語

ヲ
賜
リ
タ
リ
。
謹
ミ
伝
達
ス
。 

『
朕
、
陸
海
軍
ヲ
復
員
ス
ル
ニ
当
リ
、
朕
カ
股
肱
タ
ル

陸
海
軍
人
ニ
告
ク
。
朕
深
ク
時
運
ニ
応
工
、
干
戈
ヲ
収
メ

兵
備
ヲ
徹
セ
ン
ト
ス
。
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
ヲ
思
ニ
汝
等
軍

人
多
年
ノ
忠
誠
ヲ
省
ミ
レ
バ
切
々
ト
シ
テ
胸
耳
ヲ
刺
ス
。

特
ニ
戦
ニ
斃
レ
病
ニ
死
シ
タ
ル
幾
多
ノ
将
兵
ニ
対
シ
テ
ハ

痛
切
ニ
堪
ズ
。
茲
ニ
兵
ヲ
解
ク
ニ
当
リ
一
糸
乱
レ
サ
ル
統

率
ノ
下
ニ
正
々
迅
速
ナ
ル
復
員
ヲ
実
施
シ
、
以
テ
皇
軍
有

終
ノ
美
ヲ
成
ス
ハ
。
朕
深
ク
賞
喜
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。 

汝
等
軍
人
夫
レ
克
ク
朕
ヲ
体
シ
忠
良
ナ
ル
臣
民
ト
シ
テ

各
民
業
ニ
就
キ
難
苦
ニ
堪
ヘ
難
局
ヲ
開
キ
以
テ
戦
後
復
興

ニ
力
ヲ
致
サ
ム
コ
ト
ヲ
期
セ
ヨ
。』 

こ
れ
は
九
月
三
日
付
で
最
前
線
、
諸
地
域
に
も
軍
団
命

令
に
て
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
こ
の
勅
語
は
、
地
域

や
部
隊
に
お
い
て
は
、
終
戦
は
敵
の
謀
略
だ
と
い
っ
て
、

あ
く
ま
で
も
抗
戦
だ
と
い
う
戦
闘
地
域
に
対
し
て
、
天
皇

陛
下
よ
り
下
さ
れ
た
「
詔
勅
」
で
し
た
。 

私
も
現
在
米
寿
を
過
ぎ
ま
し
た
。
今
日
の
日
ま
で
長
く

生
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ
の
戦
場
に
血
肉
を
流
し
生
命

を
散
ら
せ
し
戦
友
の
御
加
護
か
な
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
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平
和
の
陰
に
あ
る
多
く
の
同
胞
の
死
が
無
駄
に
な
ら
ぬ
よ

う
、
心
か
ら
祈
り
、
永
遠
に
未
来
永
劫
戦
争
の
無
き
を
念

じ
て
い
ま
す
。 

 




